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東京工業大学イノベーション人材養成機構（IIDP）は，5月 22日（月）の午後，大学院課程学生向け

に，「中長期インターンシップ情報交換会」をオンラインで開催しました。 
このイベントは，より多くの学生に中長期（研究型）インターンシップ*の機会を提供することを目的に
毎年開催しているもので，今回は 8回目の開催となりました。 
*・・大学の正規プログラム（授業に準ずる）として実施するもので，原則 2週間以上。就職を目的とし

た所謂ワンデーインターンシップ等の短期のものは対象外。 
また，今回は初めて東京大学およびお茶の水女子大学との共催とし，多くの企業と学生が参加しました。 
 
 当日は，（一社）産学協働イノベーション人材育成協議会（C-ENGINE）加盟企業を中心に 17 社の人
事・研究・開発担当者が参加しました。 
また，東京工業大学，東京大学，お茶の水女子大学のほか，関東近郊の数大学からも学生が参加しました
（参加登録学生数：254名）。対象とするインターンシップの特性から，主に博士後期課程学生を参加対
象とするイベントですが，博士後期課程への進学を予定している修士課程学生も多く参加しました。ま
た，留学生の中長期インターンシップを受け入れる企業も多いことから，留学生も多く参加しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
第一部は，各参加企業が約 5 分間のプレゼンテーションを行いました。内容は，「企業紹介」「各社の

研究開発体制」「各社の求める人材像」「インターンシップテーマ」等についてでしたが，学生にとっては，
これまで知らなかった各社の事業フィールドを知る機会となりました。また，各社が用意しているインタ
ーンシップテーマ以外にも，学生が自らの研究内容に近いテーマを提案する「提案型インターンシップ」
での受け入れを可能とする企業も複数ありました。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 

 
第 2 部では，Zoom ブレイクアウトルームにて，企業と学生の個別交流を行いました。参加学生は，

第1部のプレゼンテーションで興味を持った企業のルームを自由に訪問し，更に詳細な説明を受けたり，
質疑応答を行ったりしました。 
 
 参加企業や参加学生からは，「多くの学生（企業）と接することができて勉強になった」「学生一人一人
と丁寧に話すことができて，意味があった」との感想がありました。情報交換会後，具体的なインターン
シップマッチングも複数進んでいます。 
 
 東京工業大学では，これからも，大学院課程学生が実際に企業活動を体験することにより，大学と企業
の研究開発の違いを経験し，自身のキャリア構築の方向性を確認するとともに，大学の研究へのフィード
バックや自己研鑽につながるよう，中長期（研究型）インターンシップの実施を支援していきます。 
 
 
 

以 上 


